
「
本
木
昌
造
の
呼
称
」
は
、「
も
と
き
」
か
「
も
と
ぎ
」
か
と
い

う
問
い
か
け
に
こ
だ
わ
っ
て
、
調
べ
た
も
の
で
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
江
戸
東
京
博
物
館
、
長
崎
史
談
会
等
々
、

イ
サ
ベ
ル
・
フ
ァ
ン
・
ダ
ー
レ
ン
女
史
に
も
声
を
か
け
て
本
木
昌
造
の

自
筆
欧
文
サ
イ
ン
の
発
見
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
本
木
昌
造
の
祖

父
の
代
ま
で
は
「
も
と
ぎ
」
の
サ
イ
ン
が
み
つ
か
り
、
親
の
代
か
ら

「
も
と
き
」
と
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
記
録
で
す
。

「
本
木
昌
造 

長
崎
ゆ
か
り
の
地
」
は
、
二
〇
〇
九
年
に
、
タ
イ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
学
会
の
本
木
昌
造
賞
を
戴
い
た
時
に
会
場
で
配
布
し
た

も
の
で
、
二
〇
〇
三
年
九
月
に
朗
文
堂
の
片
塩
二
朗
氏
と
長
崎
を
訪

ね
た
と
き
に
巡
っ
た
と
き
の
写
真
を
添
え
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
の
メ
ダ
ル
に
は
「
も
と
ぎ
」
と
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

「『
学
問
の
す
ゝ
め
』
活
字
版
」
は
東
書
文
庫
に
全
冊
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る
の
と
、
同
じ
く
東
書
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
文
部
省

雑
誌
　第
一
号
』（
明
治
七
年
一
月
刊
）
と
『
学
問
の
す
す
め
』
初
版
の
活

字
版
の
活
字
サ
イ
ズ
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
べ
始
め
た
こ
と

で
す
。
福
沢
諭
吉
と
親
交
の
あ
っ
た
芝
神
明
前
の
尚
古
堂
の
岡
田
屋

嘉
七
が
関
係
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
作
っ
た
日
本
語
か
な
活
字
」
は
明
治
年
に
日
本

政
府
か
ら
要
請
を
受
け
て
上
海
美
華
書
館
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
が
鋳
造
活
字
の
製
法
を
本
木
昌
造
に
伝
授
し
ま
し
た
。
フ
ル
ベ
ッ
キ

と
ヘ
ボ
ン
の
や
り
と
り
が
興
味
深
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
美
華
書
館
の
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
招
聘
し
た
経
緯
は
後
藤
吉
郎
氏
が
「
長
老

派
教
会
歴
史
協
会
」
で
「
ア
メ
リ
カ
・
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
教
会
・
海

外
伝
道
会
記
録
」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
部
を
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。
日
本
政
府
か

ら$.5,000.

を
受
け
取
っ
た
と
か
い
う
記
録
が
公
開
さ
れ
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

「
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
つ
く
っ
た
日
本
語
か
な
活
字
」
は
慶
応
義

塾
大
学
が
購
入
し
た
四
十
二
行
聖
書
を
復
刻
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に

公
開
シ
ポ
ジ
ウ
ム
「
よ
み
が
え
る
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
」
で
展
示
し
た
。

こ
れ
は
印
刷
博
物
館
で
も
企
画
さ
れ
、
別
の
か
た
ち
で
公
開
さ
れ
た
。

も
と
も
と
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
活
字
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
活
字
の
高

さ
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
活
字
を
鋳
造
し
た
テ
オ
・
レ
ハ
ク
は
活
字
の

高
さ
を0.928inch

と
し
た
と
い
う
。
こ
の
印
刷
物
は
ミ
ズ
ノ
・
プ
リ

ン
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
収
蔵
し
て
あ
る
。
昔
の
史
料
を
調
べ
、

昔
は
ど
の
よ
う
な
活
字
の
高
さ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
を
調
べ
ま
し
た
。

「
マ
ー
ジ
ナ
ル
ゾ
ー
ン
の
語
源
を
探
る
」
は
戦
後
、「
マ
ー
ジ
ナ
ル
ゾ

ー
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
現
れ
て
活
版
印
刷
の
決
め
手
と
な
る
特
徴

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
語
源
を
探
る
と
相
原
次
郎
が
最
初

に
使
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
﹇
史
料
﹈
中
国
の
母
型
と
活
字
に
関
す
る
ホ
フ
マ
ン
の
報
告 

日
本
語
訳
」
は
オ
ラ
ン
ダ
の
東
洋
学
者
が
日
本
の
事
情
を
知
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
日
本
語
の
活
字
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
長
崎
に
試
作

を
依
頼
し
た
が
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
拙
劣
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

中
国
の
四
号
活
字
の
母
型
と
活
字
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
経
緯
を
述
べ
た
「
ホ
フ
マ
ン
の
報
告
」
を
日
本
語
訳
に
し
た
も
の
。
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木
昌
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長
崎
ゆ
か
り
の
地

『
學
問
の
す
ゝ
め
』
活
字
版

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
が
作
っ
た
活
字
の
高
さ
を
め
ぐ
っ
て

ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
つ
く
っ
た
日
本
語
か
な
活
字

マ
ー
ジ
ナ
ル
ゾ
ー
ン
の
語
源
を
探
る

﹇
史
料
﹈
中
国
の
母
型
と
活
字
に
関
す
る
ホ
フ
マ
ン
の
報
告　
日
本
語
訳

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
論
攷
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オ
ラ
ン
ダ
の
東
洋
学
者
ホ
フ
マ
ン
の
こ
の
本 “M

ededeeling van J. H
off-

m
ann, aangaande de C

hinesche M
atrijzen ” 

は
、
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
を
見
る
と
貴
重
な
物
事
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
日
本

語
に
翻
訳
し
て
供
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
冒
頭
部
分
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
「
一
八
五
五
年
六
月
一
八
日
に
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
文
学
部
に
提
出
さ

れ
た
委
員
会
に
よ
る
報
告
と
提
案
に
し
た
が
っ
て
、
日
本
で
試
作
品
の

文
字
を
製
作
し
、
本
国
で
電
胎
母
型
の
製
造
に
つ
な
が
る
よ
う
な
一
つ

の
実
験
を
、
政
府
の
命
に
よ
り
行
お
う
と
し
た
。

　
こ
の
実
験
の
結
果
は
、
外
務
省
の
一
八
五
八
年
七
月
六
日
付
の
公
式

な
書
簡
に
よ
っ
て
、
本
学
部
に
通
知
さ
れ
た
。
そ
こ
で
渡
さ
れ
た
サ
ン

プ
ル
は
、
長
崎
の
日
本
人
技
師
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
金
属
文
字
一
五
種

類
の
個
々
の
活
字
だ
っ
た
が
、
彼
ら
の
技
量
は
十
分
で
は
な
く
、
良
い

結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
時
、
長
崎
で
は
、
よ
り
ま
し
な
職
人
を

見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
な
さ
れ
た
仕
事
は
、
我
々

の
目
的
を
達
成
し
う
る
も
の
で
な
く
、
中
国
語
の
印
刷
文
字
の
試
作
品

を
日
本
で
製
作
す
る
と
い
う
計
画
は
断
念
さ
れ
た
。」

　
こ
の
活
字
サ
ン
プ
ル
を
長
崎
の
誰
が
彫
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
八

五
五
年
と
い
え
ば
安
政
二
年
の
こ
と
で
、「
活
字
版
摺
立
所
」
が
西
役
所
内

に
創
設
さ
れ
、
本
木
は
「
活
字
版
摺
立
取
扱
掛
」
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。

い
ま
だ
流
し
込
み
活
字
が
行
わ
れ
て
い
る
頃
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
印
刷
技

術
は
い
ま
だ
未
熟
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
期
に
ホ
フ
マ
ン
が
何
故

日
本
の
長
崎
に
サ
ン
プ
ル
の
提
供
を
申
し
出
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　一八
五
八
年
に
出
版
さ
れ
た
ホ
フ
マ
ン
の “Prove eener Japansche 

Spraakkunst ” 

『
日
本
文
典
』
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
日
本
文
字
は
次
の
よ
う

に
あ
ま
り
良
い
で
き
で
は
な
い
。

　この
活
字
は
英
国
人C

ole

（
コ
ー
ル
）
に
よ
っ
て
彫
り
始
め
ら
れ
てD

yer

（
ダ
イ
ア
ー
）
が
完
成
さ
せ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
て
、
ダ
イ
ア
ー
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
「
廈
門
のC

H
. F. M

. de G
rijs

（
デ
・
グ
ラ
イ
ス
）
氏
か
ら
入
手
し
た
中
国

の
活
字
母
型
は
、
元 

々
は
香
港
の
ロ
ン
ド
ン
宣
教
印
刷
局L

ond
on 

M
issionary Printing O

ffice

に
あ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
機
関
の
責
任
者
が

か
な
り
良
心
的
な
価
格
で
譲
っ
て
く
れ
た
。」
と
後
に
述
べ
て
い
る
。

　

J. H
ofm

ann

（
ホ
フ
マ
ン
）
は
一
八
五
九
年
一
月
に
ラ
イ
デ
ン
のA

. W
. 

Sijthoff

（
サ
イ
ト
ホ
フ
）
に
よ
っ
て
、「
中
国
か
ら
持
ち
こ
ま
れ
た
一
組
み
の

中
国
活
字
の
校
正
刷
」“Proefdruk van een stel C

hinesche D
rukletters, 

uit C
hina ontboden. ” 

を
オ
ラ
ン
ダ
で
印
刷
し
て
い
る
。
こ
れ
は
東
洋
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

図
：『
日
本
文
典
』
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
日
本
文
字

–

図
：「
中
国
か
ら
持
ち
こ
ま
れ
た
一
組
み
の
中
国
活
字
の
校
正
刷
」“Proefdruk van een stel C

hinesche D
rukletters, uit C

hina ontboden. ” 

　
　
一
八
六
〇
年
三
月
―
一
一
月

　
表
紙
共
三
二
頁

　
東
洋
文
庫
蔵
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『
附
音
指
図 

英
和
字
彙
』『
廩
准
和
訳
英
辞
書
』
等
の
か
な
活
字
は
独
自

の
書
体
に
な
っ
て
い
る
。

号
に
な
る
と
「
活
字
未
全
ク
ソ
ロ
ハ
ズ
」
と
窮
状
を
訴
え
て
、
翌
号
か
ら
木

版
に
戻
し
て
い
る
。
日
就
社
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
は
二
月
二
一
日
に
創
刊

さ
れ
、
一
八
三
七
年
に
ヘ
ボ
ン
の
辞
書
を
上
海
で
手
伝
っ
た
岸
田
吟
香
が
主

筆
と
な
る
。

　
耕
文
書
館
の
『
和
英
英
語
聯
珠
』
は
美
華
書
館
の
カ
ナ
活
字
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
降
の
出
版
物
に
は
美
華
書
館
の
か
な
活
字
が

使
用
さ
れ
た
と
い
う
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　
カ
タ
カ
ナ
は
、
お
上
か
ら
の
通
達
や
神
様
の
お
告
げ
な
ど
、
あ
る
い
は
法

律
に
使
わ
れ
る
事
が
多
く
、
ヘ
ボ
ン
が
推
薦
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
般

に
は
ひ
ら
か
な
活
字
は
つ
か
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

図
：
一
八
六
七
年
版 “Specim

ens of C
hinese, M

anchu and Japanese T
ype, from

 T
he T

ype Foundry of T
he A

m
erican Prsbyterian M

ission Press ” Shanghai, 1867. 

か
な
活
字
の
見
本
（
宮
坂
弥
代
生
氏
に
よ
る
）

図
：
美
華
書
館 

活
字
見
本
帳 

一
八
六
七
年
版 “Sm

all Pica Japanese H
Irakana ”

（
変
体
か
な
）

図
：
美
華
書
館 

活
字
見
本
帳 

一
八
六
七
年
版 “Sm

all Pica Japanese H
irakana ”

（
普
通
か
な
）

ギャンブルがつくった日本語かな活字 64タイポグラフィ論攷

一
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
の
四
十
二
行
聖
書
の
活
字
の
覆
刻

　
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
の
四
十
二
行
聖
書
は
、
一
四
五
五
年
頃
に
印
刷
さ
れ
た

も
の
で
、
最
も
古
い
活
版
印
刷
物
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
図
は
、
マ
イ
ン
ツ
に
あ
る
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
博
物
館
の
売
店
で
販
売
さ
れ

て
い
る
四
十
二
行
聖
書
で
、
博
物
館
で
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
頭
文
字
の

彩
ら
れ
た
部
分
は
手
で
彩
色
さ
れ
て
い
て
綺
麗
な
も
の
で
る
。

　
慶
應
義
塾
大
学
が
所
有
す
る
四
十
二
行
聖
書
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
富

豪
エ
ス
テ
ラ
・
ド
ヒ
ニ
ー
伯
爵
夫
人
の
所
蔵
で
あ
っ
た
も
の
が
、
没
後
、
一

九
八
七
年
一
〇
月
二
二
日
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
、

日
本
橋
の
丸
善
が
落
札
し
、
そ
の
後
一
九
九
六
年
、
慶
應
義
塾
大
学
が
購
入

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
使
わ
れ
た
活
字
の
覆
刻
を
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
、
慶
應
義
塾
大

学H
U

M
I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
取
得
間
も
な

い
一
九
九
七
年
三
月
一
八
日
に
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
開
始
し
て
い
る
。

　
一
方
二
〇
〇
〇
年
、
凸
版
印
刷（
株
）は
創
業
百
年
を
記
念
し
て
「
印
刷
博

物
館
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
四
十

二
行
聖
書
を
印
刷
す
べ
く
活
字
を
覆
刻
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
使
う
プ
ラ
ン
タ
ン
・
モ
レ
ト
ゥ
ス
博
物
館
の
印
刷
機
を
複
製
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
た
。

　
米
国
の
国
立
ア
メ
リ
カ
歴
史
博
物
館
の
印
刷
部
門
の
ス
タ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン

お
よ
び
デ
ー
ル
・
ギ
ル
ド
活
字
鋳
造
所
の
テ
オ
・
レ
ハ
ク
に
相
談
し
て
い
る
。

活
字
覆
刻
は
そ
こ
で
行
わ
れ
、
二
〇
〇
四
年
六
月
に
慶
應
大
学
で
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
よ
み
が
え
る
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
聖
書
」
で
展
示
さ
れ
、
そ
の
活

字
は
現
在
東
京
の
ミ
ズ
ノ
プ
リ
テ
ッ
ク（
株
）の
ミ
ズ
ノ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
二
年
に
な
っ
て
、
印
刷
博
物
館
は
百
年
記
念
事
業
と
し
て
ヴ
ァ
チ

カ
ン
教
皇
庁
図
書
館
が
所
有
す
る
『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
四
十
二
行
聖
書
』
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
て
印
刷
博
物
館
で
展
示
し
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、

プ
ラ
ン
タ
ン
の
木
製
印
刷
機
の
複
製
を
使
っ
て
印
刷
の
実
演
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
疑
問
に
思
っ
た
の
が
、
印
刷
物
か
ら
活
字
を
作
ろ
う
と
い
う
こ

と
は
、
活
字
の
高
さ
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
活
字
を
作
り
よ
う
が
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
四
十
二
行
聖
書
複
製
活
字
製
作
に
当
た
り
．
そ
の
経
緯
を
記
し
た
文
書
は

な
い
か
と
、
慶
應
義
塾
大
学H

U
M

I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
連
絡
し
、
当
時
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
樫
村
雅

章
氏
か
ら
メ
ー
ル
を
頂
き
次
の
資
料
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

（http://w
w

w
.daleguild.com

/B-42_Story_01.htm
l

　
及
び02.htm

l

）

　
こ
の
中
で
、
テ
オ
・
レ
ハ
ク
（T

heo R
ehak

）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
々
が
活
字
を
作
る
と
き
活
字
の
高
さ
は0.918inch

（23.3172m
m

）
を

つ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
四
十
二
行
聖
書
用
に
は0.928inch

（23.5712

m
m

）
を
採
用
す
る
よ
う
に
申
し
出
た
」
と
。0.918inch

は
ア
メ
リ
カ
ン
ポ

イ
ン
ト
の
サ
イ
ズ
で
、0.928inch

は
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
。

図
：
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
四
十
二
行
聖
書
（
縮
尺
）
と
、
覆
刻
し
た
活
字
で
印
刷
し
た
聖
書
（
原
寸 

手
彩
色
部
分
は
な
い
）
旧
約
聖
書

　
モ
ー
セ
の
五
書

　
申
命
記

　
二
十
七
節

　
ミ
ズ
ノ
・
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ー
ジ
ア
ム
蔵
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図
一
：『
學
問
の
す
ゝ
め
』
初
版 

活
字
版
刷
り
（
印
刷
博
物
館
蔵
）

『學問のすゝめ』活字版 11 10タイポグラフィ論攷

も
称
し
た
。
六
代
本
木
昌
造
は
条
約

締
結
の
際
に
はM

otoki
と
称
し
て

い
た
ら
し
い
が
其
の
資
料
が
見
当
た

ら
な
い
。

　

M
otogi

と
い
う
の
は
本
木
昌
造
が

没
し
た
直
後
、
明
治
十
年
に
発
行
さ

れ
た
『BO

O
K

 O
F SP

E
C

IM
E

N
S 

M
O

T
O

G
I &

 H
IR

A
N

O
 T

sukiji

T
okio Japan

』
一
八
七
七
年

　活
版
製
造
所

　平
野
富
二 

発
行
と
い
う
活

字
見
本
帳
の
表
題
がM

O
T

O
G

I

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
降
の

出
版
物
等
はM

otogi

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ
く
明
治
二
十
六

年
の
「L

ife of M
otogi N

agahisa, Japan ’s Pioneer Printer

」『
印
刷
雑
誌
』

一
八
九
三
年
二
月
二
八
日
―
五
回
連
載
に
もM

otogi

と
な
っ
て
い
る
。

　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
日
本
関
係
海
外
史
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資

料
か
ら
、
イ
サ
ベ
ル
・
フ
ァ
ン
・
ダ
ー
レ
ン
女
史
に
調
べ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
結
果
、『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ムN

o.6998-1-

119-5.

に
本
木
昌
造
の
自
筆
サ
イ
ン
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
つ
は

M
otoki Shiozo

と
い
う
も
の
。
フ
ィ
ル
ム
ナ
ン
バ
ー191a.

の
書
簡
で
、

出
島
へ
の
出
入
り
を
一
八
八
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
自
由
に
す
る
と
い
う
証

明
書
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
し
た
品
川
藤
兵
衛
、
本
木
昌
造
の
自
筆
サ
イ
ン
で

あ
る
。「
永
久
」
と
い
う
印
鑑
も
押
さ
れ
て
い
る
。
一
八
五
五
年
九
月
三
〇

日
の
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
肥
前
守
鍋
島
新
左
衛
門
の
船
の
注
文
書

本木昌造の呼称

図
：『BO

O
K

 O
F SPE

C
IM

E
N

S M
O

T
O

G
I &

 H
IR

A
N

O
 T

sukiji T
okio Japan

』
一
八
七
七
年

　
扉

　
　
平
野
家
所
蔵

図
：
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
学
会

　
本
木
賞
メ
ダ
ル

　
　
「M

O
T

O
G

I

」
と
な
っ
て
い
る

図
：「L

ife of M
otogi N

agahisa, Japan ’s Pioneer Printer

」『
印
刷
雑
誌
』
一
八
九
三
年
二
月
二
八
日
―
五

　
　
回
連
載

　
印
刷
図
書
館
蔵

　本
木
昌
造
の
呼
び
名
に
つ
い
て
、「
モ
ト
キ
」
と
い
う
の
と
「
モ
ト
ギ
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　一
般
的
に
は
「
モ
ト
キ
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
が
、「
モ
ト
ギ
」
と
い
う
呼

び
名
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
本
人
の
サ
イ
ン
が
あ
れ
ば
は
っ
き
り

す
る
が
、
早
川
浩
が
「
本
木
昌
造
と
近
代
」p.20 −

37.

『
活
字
文
明
開
花

　

本
木
昌
造
が
築
い
た
近
代
』（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
六
日
）
印
刷
博
物
館

　
開
館
三

周
年
記
念
出
版 p.25. 

に
「
通
詞
堀
達
之
助
と
共
に
作
成
し
た
日
米
和
親
条

約
書
に
、
印
さ
れ
た
昌
造
の
サ
イ
ン
が
今
も
残
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。

　
「
も
と
ぎ
」
か
「
も
と
き
」
か
、
と
い
う
記
事
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
る
。

　本
木
の
発
音
に
つ
い
て
は
、「
も
と
ぎ
」
ま
た
は
「
も
と
き
」
の
二
説
は

あ
る
が
、
日
英
和
親
条
約
（
安
政
元
年
）
の
条
文
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
翻
訳
に

携
わ
っ
た
本
木
昌
造
が
「M

otoki Shiozo

」
と
い
う
自
筆
サ
イ
ン
を
書
き

込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
発
音
は
「
も
と
き
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
日
米
和
親
条
約
や
日
英
和
親
条
約
の
原
文
を
外
務
省
外
交
史
料

館
で
調
べ
た
が
、
本
木
の
サ
イ
ン
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
後
日
、
八
木
正
自
著
「
歴
史
の
実
物
を
手
に
し
て
、
本
木
昌
造
自
筆
「
日

米
和
親
条
約
付
録

　
下
田
条
約

　
和
解
草
稿
」
を
『
日
本
古
書
通
信
』869

号 

二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
五
日
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
小
さ
な

写
真
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
自
筆
と
い
う
の
は
ロ
ー
マ
字
で
サ
イ
ン
し

た
も
の
で
は
無
く
筆
で
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　日
付
は
、
一
八
五
四
年
六
月
一
八
日
（
日
本
嘉
永
七
年
五
月
二
二
日
） 「
日
本

国
米
利
堅
合
衆
国
和
親
条
約
附
録
」
一
三
條
で
下
田
条
約
と
い
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。「
右
之
通
和
解
差
上
申
候
以
上

　本
木
昌
造

　堀
達
之
助
」
と
筆

で
本
木
昌
造
の
サ
イ
ン
が
あ
る
。

　
『
大
阪
印
刷
界
』
本
木
号

　
明
治
四
五
年
六
月
号
（
第
32
号
）
に
も
「
日
本

国
米
利
堅
合
衆
国
和
親
条
約
」
一
三
條
か
ら
な
る
条
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

嘉
永
七
年
三
月
三
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
最
初
の
条
約
で
あ
る
。
西
暦
一
八

五
四
年
三
月
三
一
日
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
も
「
右
之
通
和
解
差
上
申
候
以
上

　
本
木
昌
造

　
堀
達
之
助
」
と
い
う
文
章
が
つ
い
て
い
る
。

　
こ
の
サ
イ
ン
は
現
在
、
江
戸
東
京
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
い
る
「
八
丈
島
開

港
其
外
見
込
之
義
ニ
付
申
上
候
書
付
」
の
最
初
の
頁
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
本
木
家
の
自
筆
欧
文
サ
イ
ン
を
見
る
と
、
三
代
本
木
榮
之
進
＝
仁
太
夫
の

時
代
一
七
八
四
年
に
は
す
で
にM

otogi

と
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
代
本
木
正
榮
＝
元
吉
の
時
代
もM

otogi 

と
称
し
た
が
、
五
代
昌
榮
＝
庄

左
衛
門
＝
元
吉
はM

otogi G
ekits

と
例
外
的
にM

otoki Siosaijm
on

と

図
：
日
本
国
米
利
堅
合
衆
国
和
親
条
約
の
本
木
昌
造
の
自
筆
毛
筆
サ
イ
ン  

江
戸
東
京
博
物
館
蔵

著
者
紹
介

板
倉
雅
宣
（
い
た
く
ら　

ま
さ
の
ぶ
）

一
九
三
二
年

　東
京
上
野 

生
ま
れ

一
九
五
七
年

　千
葉
大
学
工
学
部
工
業
化
学
科

　
　
　
　
　
　印
刷
専
攻 

卒
業

　
　
　
　
　
　東
京
書
籍
株
式
会
社
入
社

一
九
九
〇
年

　東
京
書
籍
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　常
務
取
締
役

一
九
九
四
年

　東
京
製
版
株
式
会
社 

社
長

一
九
九
九
年

　退
任

既
刊 

板
倉
雅
宣
の
朗
文
堂
書
籍

ヴ
ィ
ネ
ッ
ト
12
号

号
数
活
字
サ
イ
ズ
の
謎

ヴ
ィ
ネ
ッ
ト
07
号

活
字
、
東
へ

ヴ
ィ
ネ
ッ
ト
03
号

和
様
ひ
ら
か
な
活
字

ハ
ン
ド
プ
レ
ス
・
手
引
き
印
刷
機

教
科
書
体
変
遷
史

B 
5
判

一
一
二
頁

　並製
本

定
価
：

本
体
二
八
○
○
円
＋
税

B 

5
判

一
二
二
頁

　並製
本

定
価
：

本
体
二
八
○
○
円
＋
税

B 

5
判

一
二
八
頁

　並製
本

定
価
：

本
体
二
八
○
○
円
＋
税

B 

5
判

一
〇
四
頁

　並製
本

定
価
：

本
体
一
九
○
○
円
＋
税

B 

5
判

二
〇
四
頁

　上製
本

定
価
：

本
体
六
八
○
○
円
＋
税

20タイポグラフィ論攷

一
、
生
誕
地

　
本
木
昌
造
は
、
長
崎
で
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
六
月
九
日
に
誕
生
し
た
。

　
昌
造
は
、
今
石
灰
町
の
馬ば

田だ

又
次
右
衛
門
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う

説
と
、
新
大
工
町
の
北
嶋
三
弥
太
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
、
と
い
う
説
が
あ

る
。 

渡
邊
庫
輔
『
崎
陽
論
攷
』
に
「
元
吉
の
昌
造
は
北
嶋
三
弥
太
の
子
と

す
る
説
は
、
お
も
ふ
に
誤
で
あ
る
。
元
吉
は
あ
く
ま
で
馬
田
又
次
右
衛
門
の

子
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
今
は
馬
田
説
が
と
ら
れ
て
い
る
。

◆
新し
ん
し
っ
く
い
ま
ち

石
灰
町
・
今
石
灰
町
﹇
図
Ａ
❶
﹈

　明
治
五
壬
申
（
一
八
七
二
）
年
の
戸
籍
簿
に
、「
実
父
元
長
崎
會
所
吟
味
役 

馬
田
又
次
右
衛
門
亡
二
男 

本
木
昌
造
」
と
あ
る
。

　
渡
邊
庫
輔
に
よ
れ
ば
、
光
永
寺
の
過
去
帳
、
文
化
五
戊
辰
（
一
八
〇
八
）
年

の
条
に
「
新
石
灰
町
、
馬
田
吉
郎
右
衛
門
」、
文
政
一
一
戊
子
（
一
八
二
八
）

年
の
条
に
「
今
石
灰
町
、
馬
田
又
次
右
衛
門
娘
し
ま
、
三
才
」
と
あ
る
。
昌

造
は
こ
の
間
の
文
政
七
年
に
生
ま
れ
て
い
る
の
で
、
新
石
灰
町
か
今
石
灰
町

に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
町
は
隣
り
合
っ
て
い
る
町
で
、
町
名
は
い

ず
れ
も
明
治
四
年
に
八
坂
町
と
な
り
、
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
ま
で
存
在

し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
来
、
今
石
灰
町
は
鍛
冶
屋
町
に
な
り
、
新
石
灰
町
は

油
屋
町
と
な
っ
て
い
て
、
本
木
家
の
菩
提
寺
大
光
寺
と
は
一
五
〇
メ
ー
ト
ル

と
は
離
れ
て
い
な
い
場
所
に
あ
る
。

　
こ
の
辺
の
町
名
は
、
は
じ
め
は
北
側
か
ら
今
籠
町
、
今
石
灰
町
、
新
石
灰

［図Ａ］「肥州長嵜圖」享和二（1802）年、文政四（1821）年改定　文錦堂　国立国会図書館蔵 
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図：今石灰町・新石灰町の昔（右）と今（左）


